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PdO は，ガラス固化プロセス環境条件で NaNO3や希土類硝酸塩の脱硝物と反応して複合酸化物を生成する．

本研究は，高レベル放射性廃液成分である Pd(NO3)2 を対象に Pd 化合物の熱分解挙動，共存する希土類硝

酸塩の脱硝物との Pd 化合物生成，溶融ガラス中での Pd 化合物の還元状況を確認した． 
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１．緒言 ガラス固化プロセスにおいて，高レベル放射性廃液に含まれる Ru, Rh, Pd は溶融ガラス相と分離

し，RuO2 や Rh-Pd 合金等の粒子を形成する．これまで白金族化合物の化学挙動を解明するため，RuO2 生成

メカニズム[1]を参考に当該プロセスにおける Ru 化合物の化学形態[2]や，溶融ガラス中で RuO2と共存する Rh

が RhO2となること[3,4]を明らかにした．本研究は，PdI2—NaNO3から Na2PdO2生成を確認した研究[5]を参考に，

廃液成分である Pd(NO3)2等を対象とし，ガラス固化プロセスにおける Pd 化合物の状態変化を調査した． 

２．実験 Pd(NO3)2を Ar ガス，乾燥空気，O2ガス掃気条件で TG-DTA

測定し，熱分解挙動を確認した．次に，大気中 600ºC 脱硝した Pd(NO3)2

と希土類硝酸塩水和物（La(NO3)3･6H2O，Ce(NO3)3･6H2O，Nd(NO3)3･

6H2O）の混合試料を O2ガス掃気条件で 1,000ºC 加熱し，加熱後試料を

XRD 同定した．その後，合成した Pd 化合物を添加したガラス原料を

1,000～1,150ºC 加熱し，冷却後のガラス試料を XAFS 測定した． 

３．結果 Pd(NO3)2 の TG-DTA 結果から，PdO は O2 ガス環境下でも

900ºC 付近で金属化し（図１），O2分圧が高くなるに伴い脱硝温度や金

属化温度が上昇することを確認した．希土類硝酸塩脱硝物と PdO の混

合試料を 1,000ºC 加熱すると，La-Pd 化合物，Nd-Pd 化合物（図２）が

生成するが，Ce-Pd 化合物は生成しないことを確認した．Pd 化合物を

添加したガラス原料を 1,150ºC 加熱すると，ガラス中の Pd は金属に還

元し，1,000ºC 加熱ではガラス中に Pd 化合物が残留する可能性が推察

された．なお，Nd(NO3)3･6H2O と Pd(NO3)2の混合物試料を 700ºC 加熱

すると，Nd-Pd 化合物が生成することを確認している． 

４．結言 廃液中の Pd は，加熱過程で Nd 等との化合物生成が予想さ

れるものの，1,150ºC の溶融ガラス中で金属化することを確認した． 
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図１ O2ガス掃気条件での Pd(NO3)2

の TG-DTA 結果 
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図２ 1000ºC加熱後の硝酸塩脱硝物

混合試料(Nd/Pd=2)の XRD 結果 
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